
平成２９年度

飛騨市一般会計予算（補正第２号）の概要



 



課決定に伴う上振れ分を計上し、歳出予算に合わせて充当財源となる国県支出金や市債なども増額しました。

９月補正予算（一般会計）のポイント

　今回の補正では、本年７月の集中豪雨により罹災した土木施設、農林業施設の災害復旧費に７千万円、飛騨猟友会の新射撃場整備

に対する補助金１千５百万円を計上したほか、平成３０年度からの国民健康保険の広域処理化に向け、急激な保険料負担の増加を緩

和するための財源として、国民健康保険特別会計に２億円を繰り出し、国保財政調整基金の積み増しを図るとともに、将来的な清掃

施設の大規模維持修繕に備えるため、清掃施設整備事業基金に６千万円を積み立てることとして、総額４億６千６百万円を追加し、

補正後の予算額は１７９億９千８百万円（前年同期＋１．５％）となりました。

■国県支出金　　国庫支出金は、土木施設災害復旧費補助金に２千７百万円を追加するほか、障がい児通所支援給付費を２百万円増額する等、全体で３千１　百万円を増額し、県支出金については、まつり会館の改修工事に充てる清流の国ぎふ推進補助金４百万円を計上したほか、農林業施設災害復

予算措置することとしています。

　　個人住民税の賦課決定に伴い、所得割に係る当初予算計上額に対する上振れ分として、１千６百万円を増額しました。
歳入の状況

　なお、本年度の普通交付税交付額は６７億７千４百万円に決定し、予算現額に３億７千４百万円の上振れが生じました。本超過分

　旧事業に８百万円、県単土地改良事業に４百万円を充当する等、総額で２千２百万円を増額しました。■繰越金　　平成２８年度純繰越金５億２百万円のうち、予算未計上であった１億８千３百万円を追加しました。

については、平成３１年度以降、普通交付税の合併特例加算措置が皆減となることを踏まえ、特例終了後の見込額６５億９千万円に

対する上振れ分１億９千万円の範囲内で、除雪経費の増嵩等、今後の一般行政経費の追加所要額を賄う試みを実施のうえ、なお超過

する１億８千４百万円については、翌年度以降の財政需要に応えるため特定目的基金へ積み立てる方針ですが、現時点において地方

交付税のうち特別交付税の交付額が未だ明確に見込めないことから、今回の補正では全額を留保した上で、次回以降の補正において

　確定した前年度純繰越金の予算未計上額を追加するとともに、クリーンセンターの焼損箇所の復旧に対する建物災害共済金、個人住民税の賦■市税
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　　外国人技能実習生の通訳派遣に対する助成制度を創設するとともに、技能実習生間の交流の場を設ける等、労働力の確保に取り組む市内企　業を側面から支援するための関連経費１百万円を計上しました。

　難聴地域への対策として、電話による放送内容の確認を可能とする音声応答装置の設置に２百万円を計上しました。■民生費　　平成３０年度からの国民健康保険の広域処理化を控え必要となる保険料の引き上げにあたり、被保険者の急激な負担増を緩和するための財

■諸収入　　クリーンセンターの火災事故復旧に対する建物災害共済金の確定額１億９千７百万円ほかを計上しました。■市債　　補助災害復旧費の地方負担分に災害復旧事業債１千７百万円、障がい者施設整備補助金に過疎債７百万円を充てる一方、国庫補助事業の変　更に伴う財源調整、適債性の見直し等により、過疎債１千万円を減額し、全体で１千４百万円を計上しました。　
歳出の状況

■衛生費　　清掃施設を長期安定的に稼動させるため、清掃施設長期保全計画に基づき清掃施設整備事業基金に６千万円を積み立て、将来的に必要とな　る大規模維持修繕工事に備えた財源の確保を図ります。
■農林水産業費
　　商工振興費では、入居店舗の撤退により機能の低下している道の駅の改修及び活性化イベントに対する補助金４百万円を計上し、市の玄関　　林業費では、飛騨猟友会が計画する新射撃場建設事業に対する補助金１千５百万円を計上し、高山市、白川村とともに事業への支援を行う
■労働費
　ほか、農地費において県単土地改良事業に９百万円を計上し、農業用水の揚水機や排砂門ゲートの修繕を行います。　口としてふさわしい施設へのリニューアルを図るとともに、施設の有効活用による地域振興を支援します。観光費では、まつり会館映像ホー■商工費

　災害復旧費等の喫緊の課題に対応するとともに、国民健康保険特別会計への繰り出しや清掃施設整備事業基金への積み立て等、市民がいつまでも安心して暮らせるための土台となる経費を中心に予算計上しました。
　源として、国民健康保険特別会計に２億円を繰り出し、国保財政調整基金の積み増しを図るほか、買物弱者対策支援事業補助金に４百万円を　追加し、移動販売車の運行経費に対する助成の上限を１車あたり１百万円に引き上げる等の制度拡充を図ります。
■総務費　　企画費では、レールマウンテンバイクで活用する神岡橋梁の安全対策工事に１千７百万円を追加するとともに、防災諸費では、同報無線の



　　平成２８年債の借入れが確定したことに伴い、元利償還金合計で１千４百万円を減額しました。

　ルの座席改修工事、レストラン内の冷房装置の更新ほか、市有観光施設の改修経費に１千万円を計上しました。
　計上しました。■公債費■災害復旧費　　本年７月の集中豪雨による諸施設の罹災に対応するため、土木施設災害復旧費に５千２百万円、農林業用施設災害復旧費に１千８百万円を
■土木費　　国庫補助事業の進捗に応じ予算調整を行ったほか、都市計画費に緊急輸送道路沿線の建築物の耐震診断に対する補助金３百万円を計上し、　震災時等において道路を閉塞する恐れのある建築物の早期耐震化を促します。■教育費　　築後３０年を経過した神岡小学校の外壁改修や屋上の防水工事に関する調査、設計費に２百万円を計上し、次年度以降の改修工事につなげ　ます。
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- 4 -平成29年度 （単位：千円）
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構成比66.50
12.473,288,600

17,532,5413,110,600
978,500特別会計合計合　　　　　　計

05介護保険特別会計（保険勘定）07公共下水道事業特別会計 464,677
一般会計02国民健康保険特別会計（事業勘定）

財源内訳予　算　総　括　表

会計01 一般財源その他地方債国県支出金補正後予算額補正予算額補正前予算額 (%)(%)(%)



平成29年度会計　一般会計 歳入 （単位：千円）予　算　総　括　表(%) (%) (%) 財源内訳款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 補正後予算額 増減率 国県支出金 地方債 その他 一般財源01市税 3,427,162 19.55 16,000 3.44 3,443,162 0.47 16,00012 225,761分担金及び負担金 224,381 1.28 1,380 0.30 0.62 1,380 014 1,226,90915国庫支出金 1,195,896 6.82 31,013 6.66 2.59 31,013 01,076,517県支出金 1,054,856 6.02 21,661 4.65 2.05 21,661 017 215,513寄附金 215,002 1.23 511 0.11 0.24 311 20019 502,29020繰越金 319,108 1.82 183,182 39.33 57.40 183,182646,61321諸収入 448,977 2.56 197,636 42.44 44.02 1,059 196,5771,723,400市債 1,709,100 9.75 14,300 3.07 0.84 14,300 052,674 14,300 2,750 395,959合　　　　　　計 17,532,541 465,683 17,998,224
- 5 -



- 6 -平成29年度会計　一般会計 歳出 （単位：千円）

395,959合　　　　　　計 17,532,541 465,683 17,998,224 52,674 14,300 2,750△0.46 △13,500公債費 2,958,936 16.88 △13,500 △2.90 2,945,436 232.10 34,923 17,400 810 17,06712災害復旧費 30,245 0.17 70,200 15.07 100,445 0.60 803 311 6,09311教育費 1,209,864 6.90 7,207 1.55 1,217,071 0.10 816 △10910消防費 684,114 3.90 707 0.15 684,821 △0.04 2,233 △9,900 6,74309土木費 2,334,289 13.31 △924 △0.20 2,333,365 2.17 4,464 16,38308商工費 961,389 5.48 20,847 4.48 982,236 3.31 5,536 813 32,46707農林水産業費 1,173,661 6.69 38,816 8.33 1,212,477 9.45 96006労働費 10,163 0.06 960 0.21 11,123 4.45 332 61,89005衛生費 1,397,931 7.97 62,222 13.36 1,460,153 5.95 2,550 6,800 244,62504民生費 4,272,054 24.37 253,975 54.54 4,526,029 1.08 1,833 23,34003総務費 2,332,339 13.30 25,173 5.41 2,357,51202 増減率 国県支出金 地方債 その他 一般財源款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 補正後予算額予　算　総　括　表(%) (%) (%) 財源内訳


